
［別添・５月（速報）］
公共料金等に関する意識調査結果

令和元年５月22日（水）



公共料金等についてお伺いします。

※「公共料金」とは、法令等に基づき、国会、政府、地方公共団体といった公的機関が、

料金・価格水準の決定や改定に関与しているものを総称したものです。

問２　公共料金等のうち家計における負担が特に重いと感じるものは何ですか。

　当てはまるものを、いくつでも選んでください。
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0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

電気料金

自動車保険料（自賠責・任意）

上下水道料金

ガス料金

診療代

放送受信料

火災・地震保険料

鉄道運賃

有料道路料金

電話料金（固定）

介護料

タクシー運賃

一般行政手数料（戸籍・旅券・登記・免許等）

バス運賃

たばこの価格

国公立学校授業料

郵便料金

公営・公社等家賃

国公立幼稚園・保育園保育料

その他

特にない

20歳代（N=27人、M.T.=266.7%）

30歳代（N=160人、M.T.=324.4%）

40歳代（N=409人、M.T.=354.5%）

50歳代（N=439人、M.T.=385.2%）

60歳代（N=258人、M.T.=407.0%）

70歳以上（N=93人、M.T.=432.3%）

＜年代別＞
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問２　公共料金等のうち家計における負担が特に重いと感じるものは何ですか。

　当てはまるものを、いくつでも選んでください。
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電気料金

自動車保険料（自賠責・任意）

上下水道料金

ガス料金

診療代

放送受信料

火災・地震保険料

鉄道運賃

有料道路料金

電話料金（固定）

介護料

タクシー運賃

一般行政手数料（戸籍・旅券・登記・免許等）

バス運賃

たばこの価格

国公立学校授業料

郵便料金

公営・公社等家賃

国公立幼稚園・保育園保育料

その他

特にない

余裕がある（N=52人、M.T.=238.5%）

ある程度余裕がある（N=484人、M.T.=313.0%）

あまり余裕がない（N=568人、M.T.=383.6%）

余裕がない（N=282人、M.T.=484.4%）

＜家計の余裕度別＞
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問３　公共料金等のうちサービス等の内容に比して料金・価格が特に高いと感じるものは何ですか。

　当てはまるものを、いくつでも選んでください。
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電気料金
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自動車保険料（自賠責・任意）

上下水道料金

ガス料金

診療代

有料道路料金

火災・地震保険料

鉄道運賃

電話料金（固定）

タクシー運賃

一般行政手数料（戸籍・旅券・登記・免許等）

介護料

バス運賃

たばこの価格

郵便料金

国公立学校授業料

国公立幼稚園・保育園保育料

公営・公社等家賃

その他

特にない

20歳代（N=27人、M.T.=266.7%）

30歳代（N=160人、M.T.=250.0%）

40歳代（N=409人、M.T.=256.2%）

50歳代（N=439人、M.T.=288.6%）

60歳代（N=258人、M.T.=314.7%）

70歳以上（N=93人、M.T.=347.3%）

＜年代別＞
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問３　公共料金等のうちサービス等の内容に比して料金・価格が特に高いと感じるものは何ですか。

　当てはまるものを、いくつでも選んでください。
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電気料金

放送受信料

自動車保険料（自賠責・任意）

上下水道料金

ガス料金

診療代

有料道路料金

火災・地震保険料

鉄道運賃

電話料金（固定）

タクシー運賃

一般行政手数料（戸籍・旅券・登記・免許等）

介護料

バス運賃

たばこの価格

郵便料金

国公立学校授業料

国公立幼稚園・保育園保育料

公営・公社等家賃

その他

特にない

余裕がある（N=52人、M.T.=219.2%）

ある程度余裕がある（N=484人、M.T.=245.9%）

あまり余裕がない（N=568人、M.T.=291.0%）

余裕がない（N=282人、M.T.=342.2%）

＜家計の余裕度別＞
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問４　公共料金等の改定を行う際に、特にどのような点に留意することが重要だと思いますか。

　当てはまるものを、いくつでも選んでください。

44.4

37.0

40.7

40.7

25.9

29.6

33.3

18.5

0.0

3.7

59.4

30.0

41.3

33.8

31.3

31.3

21.9

18.8

0.0

8.1

57.0

41.6

37.4

35.2

35.5

28.4

20.8

21.3

2.2

3.2

59.0

46.0

41.7

35.3

33.5

26.7

26.9

25.7

3.0

1.4

61.2

52.3

44.2

35.3

36.0

27.5

36.4

32.2

1.9

72.0

63.4

47.3

37.6

35.5

28.0

43.0

43.0

3.2

0.0
1.9

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

厳正なコスト（経費）計算

経営の合理化の徹底

改定に際しての消費者への十分な情報提供

改定に見合ったサービスの向上

消費者からの意見の反映

改定が頻繁すぎないこと

社会的弱者への配慮

公的機関による厳格な審査や査定

その他

特にない

20歳代（N=27人、M.T.=274.1%）

30歳代（N=160人、M.T.=275.6%）

40歳代（N=409人、M.T.=282.4%）

50歳代（N=439人、M.T.=299.1%）

60歳代（N=258人、M.T.=329.1%）

70歳以上（N=93人、M.T.=373.1%）

＜年代別＞

＜家計の余裕度別＞
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厳正なコスト（経費）計算

経営の合理化の徹底

改定に際しての消費者への十分な情報提供

改定に見合ったサービスの向上

消費者からの意見の反映

改定が頻繁すぎないこと

社会的弱者への配慮

公的機関による厳格な審査や査定

その他

特にない

余裕がある（N=52人、M.T.=213.5%）

ある程度余裕がある（N=484人、M.T.=303.3%）

あまり余裕がない（N=568人、M.T.=301.4%）

余裕がない（N=282人、M.T.=314.9%）
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問５　公共料金等の改定を行う際に、特にどのような事項に関する説明や情報提供を強化すべきだと思いますか。

　　当てはまるものを、いくつでも選んでください。
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0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

料金改定の理由

経費削減などの経営合理化努力の内容

改定額の算定根拠

公共料金設定の考え方や改定の仕組み

経営内容、収支状況

利用者サービスの向上策

料金改定が物価や国民生活に与える影響の度合い

コスト構成、サービス基準、料金体系等についての諸外国との比較

経営などの将来の見通し

改定に際し開催された審議会や公聴会の内容

その他

特にない

20歳代（N=27人、M.T.=314.8%）

30歳代（N=160人、M.T.=323.8%）

40歳代（N=409人、M.T.=331.5%）

50歳代（N=439人、M.T.=351.5%）

60歳代（N=258人、M.T.=376.7%）

70歳以上（N=93人、M.T.=419.4%）

＜年代別＞

＜家計の余裕度別＞

53.8

42.3

40.4

28.8

23.1

25.0

11.5

19.2

5.8

5.8

0.0

7.7

64.5

52.5

45.0

39.5

37.8

29.8

23.3

21.1

16.1

10.7

0.4

3.3

62.5

49.3

48.1

41.0

39.6

28.3

29.9

20.8

16.0

10.9

0.7

1.9

64.9

45.7

50.0

41.5

43.6

31.9

36.2

28.0
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0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

料金改定の理由

経費削減などの経営合理化努力の内容

改定額の算定根拠

公共料金設定の考え方や改定の仕組み

経営内容、収支状況

利用者サービスの向上策

料金改定が物価や国民生活に与える影響の度合い

コスト構成、サービス基準、料金体系等についての諸外国との比較

経営などの将来の見通し

改定に際し開催された審議会や公聴会の内容

その他

特にない

余裕がある（N=52人、M.T.=263.5%）

ある程度余裕がある（N=484人、M.T.=344.0%）

あまり余裕がない（N=568人、M.T.=349.1%）

余裕がない（N=282人、M.T.=382.6%）
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